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 要 旨   
日本においてがんは長い間主要疾患として認識されている。現在の日本人にふさわしく、

かつ様々ながんに特異的な、がん制圧のための実践的手法の導入が必要である。 
 著者らは、日本人集団における主要危険因子が全がんリスクに及ぼす影響を、JPHC 研

究のデータを用いて、推定した。 
 検討した危険因子は、喫煙・飲酒・body mass index・糖尿病既往歴・運動習慣・メタボ

リック関連要因、および、その重複、である。 
 検討の結果、喫煙・多量飲酒は有意に正に全がんリスクと関連し、運動量は負に関連し

ていた。また、糖尿病既往歴は全がんリスク高値と関連していたが、過剰 body mass index
やメタボリック関連要因、およびその重複と、全がんリスクとの間に関連は認められなか

った。 
 

 




